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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 52,420 21.5 12,595 53.1 13,156 51.2 9,169 50.2

2024年3月期第3四半期 43,135 △18.0 8,226 △44.1 8,698 △43.5 6,106 △44.5

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期 9,892百万円（47.6％） 2024年3月期第3四半期 6,701百万円（△39.1％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 260.10 －

2024年3月期第3四半期 173.25 －

2025年3月期第3四半期 18,250百万円 2024年3月期第3四半期 13,160百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第3四半期 135,224 102,542 75.8 2,908.42

2024年3月期 133,740 95,025 71.1 2,695.77

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 102,542百万円 2024年3月期 95,025百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 － 33.00 － 33.00 66.00

2025年3月期 － 35.00 －

2025年3月期（予想） 35.00 70.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 68,000 15.3 13,500 21.8 13,700 15.3 9,150 9.7 259.57

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

通期 21,850百万円（　19.8％）

1．2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

（参考）減価償却前連結営業利益（連結営業利益＋減価償却費）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

3．2025年3月期の連結業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

（参考）減価償却前連結営業利益（連結営業利益＋減価償却費）



（1）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Ｑ 35,511,000株 2024年3月期 35,511,000株

②  期末自己株式数 2025年3月期3Ｑ 254,043株 2024年3月期 261,338株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Ｑ 35,253,323株 2024年3月期3Ｑ 35,246,582株

※  注記事項

（注）簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の有無となります。

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（4）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料Ｐ．2「1．経営成績等の概況」をご覧下さい。
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1．経営成績等の概況

（1）当四半期の経営成績の概況

当第3四半期連結累計期間における世界経済は、欧米ではインフレ圧力が緩和される中で利下げに転じる動きが

見られ、中国では不動産不況と厳しい雇用環境下で、政府は金融・財政両面において相次いで景気刺激策を打ち出

すなど、金融政策の転換点を迎えています。日本経済においては、物価高を上回る賃金上昇や、訪日外国人旅行者

数の増加によるインバウンド消費の伸び、企業の積極的な設備投資等の要因により、景気が緩やかに回復していま

す。しかしながら、ウクライナ問題の長期化や中東情勢の緊迫などの地政学リスクに加え、米国の政治情勢の変化

や為替レートの不安定な変動等、先行きの不透明さは続いています。

このような情勢の下、当社グループは成長を継続するため、中期経営計画で掲げた各種施策を着実に実行してい

ます。具体的には、新規顧客の開拓・既存顧客との関係強化・価格改定、原料資材の安定確保などの営業・購買活

動を強化しました。また、2024年4月に発足した生産本部を中心に、生産活動の強化・安定化に取り組みました。

同時に、将来の生産能力拡大に向けた準備も進めており、京都事業所では新規製造設備の工事が完了し試運転を開

始しており、鹿島事業所の工事も順調に進行中です。さらに、グループ内従業員の交流強化によるシナジー創出や

鹿島事業所における事務所棟の新設による就業環境の改善、新製品の開発、研究開発体制の強化など、新たな施策

も着実に推進しています。

この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は52,420百万円（前年同期比21.5％増、9,285百万円増）となりま

した。営業利益は12,595百万円（同53.1％増、4,369百万円増）、経常利益は13,156百万円（同51.2％増、4,457百

万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は9,169百万円（同50.2％増、3,063百万円増）となりました。

売上高、営業利益は、後述の各セグメントの要因により増収増益となりました。経常利益、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は、営業利益の増加により増益となりました。

当社グループの報告セグメントの業績は、次のとおりです。

（ライフサイエンス事業）

ライフサイエンス事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が27,504百万円（前年同期比6.4％増、1,657百万

円増）、営業利益は4,024百万円（同14.5％減、681百万円減）となりました。

国内市場では、食品用途の需要は引き続き堅調であり、工業用途や医薬品・日用品用途での需要が回復しまし

た。海外市場では、欧州・東南アジア向けのリンゴ酸や米国での有機酸で需要が回復したほか、中国を始めとする

アジア地域でも堅調に推移しました。円安による在外子会社の売上高増加の効果も加わり、売上高は前第3四半期

連結累計期間を上回りました。営業利益は、継続して取り組んでいる販売価格の改定効果はあるものの、円安によ

る輸入価格やエネルギー価格の上昇等のコストアップ要因や、定期修繕を例年より長期間実施したことによる生産

量の減少の影響もあり、前第3四半期連結累計期間を下回り、増収減益となりました。

（電子材料および機能性化学品事業）

電子材料および機能性化学品事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が24,915百万円（前年同期比44.1％

増、7,628百万円増）、営業利益は10,271百万円（同103.6％増、5,227百万円増）となりました。

半導体市場は、在庫調整は一巡し、AIを中心に需要は回復しました。半導体市場の回復により主力製品である超

高純度コロイダルシリカの販売数量が増加したことに加え、コストアップ要因に対する販売価格改定や円安効果に

より、売上高は前第3四半期連結累計期間を上回りました。営業利益は、鹿島事業所の新規製造設備の本稼働に伴

う減価償却費や立ち上げに係る費用の増加によるコストアップの影響がありましたが、売上増加による影響が大き

く、前第3四半期連結累計期間を上回り増収増益となりました。

（2）当四半期の財政状態の概況

当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,484百万円増加し、135,224百万円となりま

した。これは主に、受取手形及び売掛金、土地、建設仮勘定が増加したためです。

負債については、前連結会計年度末に比べ6,033百万円減少し、32,682百万円となりました。これは主に、設備

関係未払金が減少したためです。

純資産については、前連結会計年度末に比べ7,517百万円増加し、102,542百万円となりました。これは主に、利

益剰余金の増加に加えて、円安により為替換算調整勘定が増加したためです。

- 2 -

扶桑化学工業株式会社（4368）2025年3月期 第3四半期決算短信



会社名

事業所

（所在地）

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定額
資金調達

方法

着手

（年月）

完了

（年月）
総額

（百万円）

既支払額

（百万円）

扶桑化学工業㈱

京都事業所

（京都府福知山市）

電子材料お

よび機能性

化学品事業

超高純度コロ

イダルシリカ

製造設備およ

び付帯設備

12,078

（注）1
9,764 自己資金 2022年8月

2024年10月

（注）2

会社名

事業所

（所在地）

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定額
資金調達

方法

着手及び完了予定

総額

（百万円）

既支払額

（百万円）

着手

（年月）

完了

（年月）

扶桑化学工業㈱

鹿島事業所

（茨城県神栖市）

電子材料お

よび機能性

化学品事業

超高純度コロ

イダルシリカ

製造設備およ

び付帯設備

20,000
12,527

（注）3
借入金 2023年9月 2025年7月

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年3月期の連結業績予想につきましては、2024年8月7日の決算発表時に公表した通期の連結業績予想から変

更はありません。また、配当予想につきましても、2024年9月17日の「配当方針の変更および配当予想の修正（増

配）に関するお知らせ」で公表した年間配当予想から変更はありません。

（4）その他

（重要な設備の新設等）

　前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設等のうち、当第3四半期連結累計期間に完了したも

のは次のとおりです。

また、当第3四半期連結累計期間に変更があったものは次のとおりです。

（注）1．当初予定総額10,000百万円から変更しています。

2．製造設備は2024年10月に完成し、2025年1月より本稼働を開始しました。

3．既支払額を変更しています。
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2024年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 254,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 35,237,600 352,376 －

単元未満株式 普通株式 19,400 － －

発行済株式総数 35,511,000 － －

総株主の議決権 － 352,376 －

2024年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

扶桑化学工業株式

会社

大阪市中央区北浜三

丁目5番29号
254,000 － 254,000 0.72

計 － 254,000 － 254,000 0.72

（議決権の状況）

①【発行済株式】

②【自己株式等】

　　 （注）当第3四半期会計期間末の自己株式数は254,043株です。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,471,999 27,729,773

受取手形及び売掛金 16,457,710 18,239,641

商品及び製品 13,292,218 13,021,470

仕掛品 730,821 641,877

原材料及び貯蔵品 3,393,316 3,987,232

その他 2,800,893 1,269,781

貸倒引当金 △12,964 △14,544

流動資産合計 68,133,995 64,875,233

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,818,609 16,383,783

機械装置及び運搬具（純額） 15,090,477 13,679,202

土地 6,930,343 8,441,203

建設仮勘定 20,145,092 24,745,875

その他（純額） 1,042,104 1,053,049

有形固定資産合計 59,026,627 64,303,114

無形固定資産 3,129,865 2,537,491

投資その他の資産

投資有価証券 885,432 764,888

長期前払費用 224,916 582,458

繰延税金資産 1,892,733 1,737,459

退職給付に係る資産 171,023 148,229

その他 275,588 275,467

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 3,449,694 3,508,503

固定資産合計 65,606,187 70,349,109

資産合計 133,740,183 135,224,342

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,359,211 3,273,424

１年内返済予定の長期借入金 － 2,000,000

未払金 1,992,235 2,078,749

設備関係未払金 9,281,400 1,711,716

未払法人税等 1,309,195 1,500,344

賞与引当金 572,659 396,909

役員賞与引当金 35,700 90,960

修繕引当金 374,078 275,733

その他 532,548 1,046,676

流動負債合計 16,457,028 12,374,514

固定負債

長期借入金 20,000,000 18,000,000

繰延税金負債 298,524 313,921

退職給付に係る負債 1,691,884 1,699,643

長期設備関係未払金 152,636 141,557

資産除去債務 17,924 17,924

その他 97,167 134,440

固定負債合計 22,258,137 20,307,487

負債合計 38,715,166 32,682,002

純資産の部

株主資本

資本金 4,334,047 4,334,047

資本剰余金 4,820,722 4,820,722

利益剰余金 82,188,150 88,951,936

自己株式 △1,087,246 △1,056,875

株主資本合計 90,255,674 97,049,830

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 288,741 229,455

繰延ヘッジ損益 17,351 40,496

為替換算調整勘定 4,463,249 5,222,557

その他の包括利益累計額合計 4,769,341 5,492,509

純資産合計 95,025,016 102,542,340

負債純資産合計 133,740,183 135,224,342
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2023年4月1日

  　至　2023年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2024年4月1日

  　至　2024年12月31日)

売上高 43,135,033 52,420,635

売上原価 27,801,449 32,443,598

売上総利益 15,333,584 19,977,036

販売費及び一般管理費 7,107,216 7,381,275

営業利益 8,226,367 12,595,760

営業外収益

受取利息 185,740 247,232

受取配当金 12,440 13,592

為替差益 350,250 382,717

その他 30,927 30,565

営業外収益合計 579,359 674,107

営業外費用

支払利息 88,888 99,090

減価償却費 829 853

投資事業組合運用損 13,284 12,557

その他 3,780 874

営業外費用合計 106,781 113,375

経常利益 8,698,944 13,156,493

特別利益

固定資産売却益 2,249 60,928

投資有価証券売却益 12,100 －

補助金収入 36,563 20,257

特別利益合計 50,913 81,185

特別損失

固定資産売却損 － 8,387

固定資産除却損 67,614 31,879

特別損失合計 67,614 40,267

税金等調整前四半期純利益 8,682,243 13,197,410

法人税、住民税及び事業税 2,440,177 3,855,054

法人税等調整額 135,384 172,626

法人税等合計 2,575,562 4,027,681

四半期純利益 6,106,681 9,169,729

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,106,681 9,169,729

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2023年4月1日

  　至　2023年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2024年4月1日

  　至　2024年12月31日)

四半期純利益 6,106,681 9,169,729

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 52,042 △59,285

繰延ヘッジ損益 △9,090 23,145

為替換算調整勘定 551,990 759,307

その他の包括利益合計 594,942 723,167

四半期包括利益 6,701,624 9,892,896

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,701,624 9,892,896

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2023年4月1日

  　至　2023年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2024年4月1日

  　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,682,243 13,197,410

減価償却費 4,934,499 5,654,523

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,653 1,047

賞与引当金の増減額（△は減少） △333,537 △179,669

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,190 55,260

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 74,211 30,010

修繕引当金の増減額（△は減少） △104,406 △98,344

受取利息及び受取配当金 △198,181 △260,824

支払利息 88,888 99,090

為替差損益（△は益） △347,930 △241,556

固定資産売却損益（△は益） △2,249 △52,540

固定資産除却損 67,614 31,879

投資有価証券売却損益（△は益） △12,100 －

投資事業組合運用損益（△は益） 13,284 12,557

補助金収入 △36,563 △20,257

売上債権の増減額（△は増加） △756,511 △1,654,953

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,956,142 △19,737

仕入債務の増減額（△は減少） △798,782 857,991

未払金の増減額（△は減少） △400,869 119,629

その他 △1,734,025 1,884,294

小計 7,171,596 19,415,811

利息及び配当金の受取額 197,172 263,071

利息の支払額 △70,799 △98,686

補助金の受取額 36,563 20,257

法人税等の支払額 △6,205,303 △3,502,707

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,129,229 16,097,745

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,418,911 △3,077,367

定期預金の払戻による収入 1,423,773 2,900,189

有形固定資産の取得による支出 △14,422,208 △17,630,331

有形固定資産の売却による収入 2,323 16,473

有形固定資産の除却による支出 △10,050 －

無形固定資産の取得による支出 △2,629,060 △26,809

無形固定資産の売却による収入 － 67,189

投資有価証券の取得による支出 △105,291 △5,404

投資有価証券の売却による収入 22,994 －

長期貸付金の回収による収入 0 0

投資事業組合からの分配による収入 20,254 27,990

その他 △147,445 △493,064

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,263,620 △18,221,134

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 20,000,000 －

自己株式の取得による支出 △703 △473

配当金の支払額 △2,314,361 △2,394,691

リース債務の返済による支出 △7,526 △9,188

財務活動によるキャッシュ・フロー 17,677,408 △2,404,353

現金及び現金同等物に係る換算差額 534,429 466,153

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △922,552 △4,061,588

現金及び現金同等物の期首残高 22,350,871 29,483,756

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 21,428,319 ※ 25,422,167

（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当第3四半期連結会計期間
（2024年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 29,259千円 6,292千円

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

受取手形裏書譲渡高は、次のとおりです。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しております。法人税等の計上区分（その他の

包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3項ただし書きに定める経過的な取扱

い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年

改正適用指針」という。）第65-2項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方

針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第1四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

前第3四半期連結累計期間
（自  2023年4月1日
　至  2023年12月31日）

当第3四半期連結累計期間
（自  2024年4月1日
　至  2024年12月31日）

現金及び預金勘定 25,528,596千円 27,729,773千円

預入期間が3か月を超える定期預金 △4,100,277 △2,307,606

現金及び現金同等物 21,428,319 25,422,167

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

です。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2

ライフサイエ
ンス事業

電子材料およ
び機能性化学

品事業
計

売上高

外部顧客への売上高 25,847,380 17,287,653 43,135,033 － 43,135,033

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － －

計 25,847,380 17,287,653 43,135,033 － 43,135,033

セグメント利益 4,705,437 5,043,724 9,749,161 △1,522,794 8,226,367

減価償却費 1,182,405 3,602,316 4,784,722 149,776 4,934,499

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2

ライフサイエ
ンス事業

電子材料およ
び機能性化学

品事業
計

売上高

外部顧客への売上高 27,504,949 24,915,686 52,420,635 － 52,420,635

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － －

計 27,504,949 24,915,686 52,420,635 － 52,420,635

セグメント利益 4,024,391 10,271,199 14,295,591 △1,699,830 12,595,760

減価償却費 1,138,126 4,353,989 5,492,116 162,407 5,654,523

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第3四半期連結累計期間（自  2023年4月1日  至  2023年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．セグメント利益の調整額は、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△1,522,794千円です。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ  当第3四半期連結累計期間（自  2024年4月1日  至  2024年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．セグメント利益の調整額は、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△1,699,830千円です。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年2月7日

扶桑化学工業株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大谷  智英

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 北池  晃一郎

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている扶桑化学工業株式会社の２０２４年４月１日から２０

２５年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（２０２４年１０月１日から２０２４年１２月３１日ま

で）及び第３四半期連結累計期間（２０２４年４月１日から２０２４年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

2．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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